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研究成果の概要（和文）：日本の障害者施策は大きな変革期をむかえている。本研究課題はマイ
クロデータとマクロデータの計量分析を通じて、障害児・者に関する政策課題に対して重要な
エビデンスを得た。 
 
研究成果の概要（英文）：Japan faces the challenge to change the policy for people with 
disabilities. This research project provides empirical findings achieved through 
econometric analysis of independent sources of micro data and macro data. These 
findings are important in policy change for people with disabilities.  
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１．研究開始当初の背景 
背景として、日本の障害者施策が大きな変

革の時期にさしかかっている点があげられ
る。 
第一に、国連の障害者権利条約に日本政府

を含む各国政府が署名したことで、日本にお
いても今後は、国際的な視点からの障害者施
策の整備が求められる。 
第二に、国内の障害者施策の現状をみると、 

支援費制度から障害者自立支援法への制度
変更や、さらなる制度変更に向けた現状制度
の問題点の整理、障害者施策と他の社会保障
制度（公的医療保険制度や公的介護保険制
度）との制度間の調整などが求められている。 

２．研究の目的 
これらの背景の下で、障害児・者に関する

制度と、それに関連する社会保障制度につい
て、経済学的な政策提言をするためには、エ
ビデンスが必要となる。本研究課題の目的は、
計量分析を通じて、障害児・者に関する政策
課題にエビデンスを示すことである。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、(1)独自のアンケート調

査のマイクロデータに基づく分析と、(2)既
存のアンケート調査のマイクロデータに基
づく分析、(3)マクロデータに基づく分析を
行った。 
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(1)独自のアンケート調査のマイクロデータ
に基づく分析 
障害児が暮らす世帯を対象にアンケート

調査を実施した。アンケート調査は県内の特
別支援学校の協力を得て、保護者が回答する
方式とした。アンケート調査の調査票より、
経済的に困窮している世帯や、就学奨励費制
度があっても不十分な状況にある世帯が存
在していることがわかっている。 
また、長期慢性疾病患者を対象とするアン

ケート調査も実施した。長期慢性疾病患者は、
疾患から生じる生活機能不全や生活機能低
下により、実質的には身体障害者と同様の問
題を抱えている。しかしながら、病気の種類
によっては、患者および家族は、既存の公的
医療保険制度や福祉制度からの支援が不十
分で、制度の谷間に陥っている。障がい者制
度改革推進会議などでも、難病・長期慢性疾
病患者も含めた「障害」の定義の必要性や、
それに合わせた制度改革の重要性が指摘さ
れている。そこで、長期慢性疾病患者に着目
して、慢性骨髄性白血病患者にアンケート調
査を実施し、医療費負担や就労の難しさを分
析した。 
 
(2)既存のアンケート調査のマイクロデータ
に基づく分析 
とやま発達障がい親の会が実施した「発達

障がい児の親支援に対する調査」を使用して、
発達障害者に対する社会的障壁の大きさを
計測した。地域のコミュニティにおける人々
の相互理解や助け合いは、「ソーシャルキャ
ピタル」の一種として近年重視されてきてい
る。地域社会のメンバーによる障害者への理
解もそのうちの一部と考えることができる。
そこで、マクロ統計からは把握することがで
きない地域住民や医療従事者・福祉従事者の
障害者やその家族への理解や協調性の現状
を分析した。 
 
(3)マクロデータに基づく分析 

新卒市場に着目し、『学校基本調査』『特別
支援教育資料』『特殊教育資料』の高等部の
卒業生の就職率データや他の統計資料のマ
クロデータから、労働需要関数と労働供給関
数の推定を行った。       
 
４．研究成果 
慢性骨髄性白血病患者の分析結果を、

International Health Economic Association
の World Congressで報告した（Kodama et al., 
2011, Morozumi et al., 2011）。報告内容の
一部は Kodama et al. (2012) として公刊さ
れることが決まっている。残りの報告部分に
ついても査読雑誌への投稿準備を進めてい
る。 

発達障害者の社会的障壁の分析結果は、ワ
ーキングペーパーにまとめたのち、現在、査
読雑誌に投稿している段階にある。 
特別支援学校のマイクロデータに基づく

分析と、マクロデータに基づく分析は、いず
れも査読雑誌への投稿準備段階にある。 
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